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小
海
村
・
北
牧

村
が
合
併
し
今
年

で
六
十
年
と
な
り

様
々
な
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ
て

い
る
。
町
民
の
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に

楽
し
ま
れ
た
と
思
う
。
九
月
に

開
封
さ
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

か
ら
は
、
三
十
年
前
の
自
分
や

家
族
か
ら
の
手
紙
・
日
常
生
活

の
有
様
が
届
け
ら
れ
た
。
読
み

な
が
ら
三
十
年
前
の
自
分
や
家

族
の
事
を
思
い
出
し
良
い
時
間

を
過
ご
す
と
共
に
、
こ
の
あ
と

の
十
年
二
十
年
三
十
年
自
分
や

家
族
に
向
け
て
自
分
は
何
を
す

る
の
だ
ろ
う
、
と
思
い
を
馳
せ

た
。
そ
の
矢
先
、
今
年
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
の
発
表
が
始
ま
っ
た
。

医
学
生
理
学
賞
に
「
細
胞
が
自

分
の
タ
ン
パ
ク
質
を
分
解
し
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ

ー
と
呼
ば
れ
る
仕
組
み
」
を
解

明
し
た
大
隅
氏
に
受
賞
が
決
ま

っ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
。
オ
ー
ト

フ
ァ
ジ
ー
の
概
念
が
提
唱
さ
れ

た
の
が
一
九
六
〇
年
代
と
い
う

か
ら
正
に
六
十
年
近
く
前
だ
。

そ
の
後
の
研
究
が
現
在
の
様
々

な
病
気
に
か
か
わ
る
生
命
現
象

の
解
明
・
治
療
に
つ
な
が
っ
て
、

い
る
と
い
う
。
私
達
は
未
来
の

自
分
や
家
族
、
そ
し
て
地
球
に

何
を
残
し
て
行
く
の
だ
ろ
う
。

　

十
月
二
日
、
小
海
中
学
校
体

育
館
に
お
い
て
町
制
施
行
六
十

周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
に
は
、
来
賓
、
招
待
者

合
わ
せ
て
二
〇
〇
名
余
の
方
が

出
席
さ
れ
、
厳
粛
の
中
、
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
各
分
野
に
お
い

て
町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
二

十
五
名
の
方
が
功
労
賞
等
を
受

賞
さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

町
議
会
議
長
を
勤
め
ら
れ
た
篠

原
昭
八
氏
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

◇
産
業
功
労
（
一
名
）

小
池　

權
衛　

	

（
八
那
池
）

◇
教
育
功
労
（
三
名
）

羽
毛
田
湊
人　
　
（
土
村
栄
町
）

新
津　

專
二　
　
（
土
村
栄
町
）

渡
邉　

秀
甫　
　
（
土
村
栄
町
）

◇
社
会
教
育
功
労
（
二
名
）

舘
野　
　

泉　
　

	

（
東
京
都
）

堀
内　

正
美　

	（
馬
流
高
根
町
）

◇
消
防
功
労
（
四
名
）

篠
原　
　

靖　

	

（
本
間
川
）

井
出　

康
夫　
（
馬
流
高
根
町
）

井
上　

孝
一　
（
土
村
清
水
町
）

的
埜　

大
介　
　

	

（
宿　

渡
）

◇
篤
志
寄
付
者
（
一
名
）

遠
藤　

章
雄　
　

	

（
千
葉
県
）

◇
小
海
町
大
使
（
三
名
）

遠
藤　

章
雄　

	

（
千
葉
県
）

青
沼　
　

教　

	

（
埼
玉
県
）

細
田　

敏
和　

	

（
東
京
都
）

　

式
典
終
了
後
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
友
好
都
市
の
茨
城
県
大

洗
町
に
あ
る
県
立
大
洗
高
校
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
に
よ
る
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
総
勢
八
十
名

に
よ
る
演
奏
に
観
客
か
ら
は
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通

り
で
す
。（
敬
称
略
）

◇
自
治
功
労
（
十
一
名
）

篠
原　

昭
八　

	
（
鎰　

掛
）

新
津　

文
夫　
　
（
土
村
旭
町
）

小
山　

正
城　
　
（
土
村
南
町
）

加
藤　

邦
人　

	

（
松　

原
）

篠
原　

正
児　
（
馬
流
清
水
町
）

小
池
三
四
郎　

	

（
八
那
池
）

篠
原　

民
雄　

	

（
本
間
川
）

中
嶋　

繁
人　

	

（
芦　

平
）

畑　
　

耕
造　
　

	

（
溝
の
原
）

古
清
水
克
人　

	

（
本
間
下
）

鷹
野　
　

稔　

	

（
松　

原
）

町制施行60周年記念式典挙行

会場に響き渡る歌声!

森昌子コンサート開催
　10月22日㈯、小海中学校体育館において、町制施行60周年記念事
業として、森昌子コンサートが開催されました。
　コンサートは昼と夜の 2 ステージが開催され、町内外から1,300
名余りの多くの方が来場されました。
　森昌子さんは、小海音頭を歌われて
おり、当町にもご縁があり、若い時か
ら定評のある美しい歌声が会場に響き
渡りました。
　また、ステージでは時折コントが織
り交ぜられ会場の皆さんの笑いを誘う
など、会場の皆さんは、 2時間程のス
テージで楽しいひと時を過ごしました。

町の発展に寄与した25名が功労賞等を受賞
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日
時
：
十
一
月
二
十
日
㈰

　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
〜

場
所
：
小
海
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　

当
日
は
、
蓮
池
薫
さ
ん
の
講
演
の
ほ
か
、
意
見

体
験
発
表
、
人
権
に
関
す
る
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
の

展
示
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

人
権
に
つ
い
て
知
り
、
考
え
る
良
い
機
会
で
す

の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

八
十
二
銀
行
小
海
支
店
長

垣
内
聖
幸

（176）

一
極
集
中
し
、
一
方
で
地
方
は

人
口
減
少
、
地
域
衰
退
に
苦
し

ん
で
い
ま
す
。
小
海
町
も
人
口

減
少
が
大
き
な
課
題
の
一
つ
で

す
。

　

現
在
、
長
期
振
興
計
画
に
基

づ
き
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
ず
や

る
べ
き
こ
と
は
、
小
海
町
に
住

ん
で
い
る
我
々
自
身
が
小
海
の

良
さ
を
再
認
識
し
、
都
会
で
は

味
わ
え
な
い
「
小
海
し
か
な
い

幸
せ
」
を
積
極
的
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
も
小
海
町
の
住
人
と
し

て
小
海
の
魅
力
を
拾
い
集
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
発
信
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

の
名
は
。」
が
大
ヒ
ッ
ト
し
て

お
り
ま
す
。
連
日
、
メ
デ
ィ
ア

で
特
集
が
組
ま
れ
、
今
や
社
会

現
象
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
も
公
開
日
の
翌

日
に
見
に
行
き
ま
し
た
。
ス
ト

ー
リ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
映
像
、

音
楽
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
に

感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
映
画
に

は
新
海
誠
監
督
の
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
私
が
強
く
感
じ

た
こ
と
は
「
人
の
幸
せ
と
は
何

か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
は

兎
角
、
自
分
に
な
い
他
人
の
環

境
を
羨
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

田
舎
に
住
ん
で
い
れ
ば
都
会
に

憧
れ
、
便
利
で
華
や
か
な
生
活

が
幸
せ
だ
と
考
え
が
ち
で
す
。

結
果
と
し
て
人
、
モ
ノ
、
金
が

り
ま
せ
ん
。
家
族
は
妻
と
高
校

生
の
娘
の
三
人
で
す
。
二
人
を

松
本
に
残
し
、
単
身
で
赴
任
し

て
お
り
ま
す
。

　

実
は
佐
久
地
区
の
勤
務
は
岩

村
田
支
店
に
続
き
二
度
目
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
当
時
は
南

佐
久
ま
で
出
向
く
機
会
が
な
く
、

小
海
町
も
山
梨
に
遊
び
に
行
く

時
に
通
り
過
ぎ
た
記
憶
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら

現
在
、
一
か
ら
小
海
町
を
勉
強

し
て
お
り
ま
す
。
地
元
の
皆
様

に
い
ろ
い
ろ
と
ご
教
示
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

現
在
、
小
海
町
出
身
の
新
海

誠
監
督
が
製
作
し
た
映
画
「
君

　

今
年
の
七
月
か
ら
公
私
と
も

に
小
海
町
で
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

簡
単
に
自
己
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
出
身
は
岡
谷
市

で
す
。
仕
事
柄
、
県
内
外
を
転

々
と
渡
り
歩
い
て
お
り
、
高
校

卒
業
以
来
地
元
に
は
戻
っ
て
お

　

第
四
十
四
回
分
館
対
抗
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
十
一
分
館
十

チ
ー
ム
の
参
加
で
九
月
二
十
七

日
二
十
八
日
の
二
日
間
に
わ
た

り
、
小
海
中
学
校
体
育
館
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
事
情
に
よ
り
混
成
チ

ー
ム
で
参
加
し
た
分
館
も
あ
り

ま
し
た
が
、
全
分
館
の
参
加
の

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
二
ブ
ロ
ッ
ク
に
別

れ
、
各
チ
ー
ム
二
試
合
を
行
い
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
位
が
決
勝
戦

に
進
む
も
の
で
、
女
性
の
皆
さ

ん
に
混
ざ
り
男
性
の
皆
さ
ん
も

ボ
ー
ル
を
追
い
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

第
9･

10
分
館
と
第
11
分

館
Ａ
は
共
に
二
勝
し
、
得

失
点
差
で
第
9･

10
分
館

が
決
勝
に
進
む
と
い
う
実

力
伯
仲
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
第
9･

10
分

館
と
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち

上
が
っ
た
第
1
分
館
で
行

わ
れ
、
決
勝
戦
に
ふ
さ
わ

し
い
一
点
を
争
う
シ
ー
ソ

ー
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
が
、

第
9
・
10
分
館
が
競
り
勝
ち
、

見
事
、
三
連
覇
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

各
分
館
チ
ー
ム
編
成
に
苦
慮

す
る
中
、
活
気
あ
ふ
れ
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

優　

勝　

第
9
・
10
分
館

準
優
勝　

第
1
分
館

第
三
位　

第
11
分
館
Ａ

第
四
位　

第
2
分
館

第
9
・
10
分
館
三
連
覇

第
四
十
四
回
分
館
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催見事に三連覇を果たした第9・10分館の皆さん

講
師
に
蓮
池
薫
さ
ん
を
迎
え
、

第
二
十
四
回
人
権
を
考
え
る

町
民
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
す
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み ん な の 楽 集 館

昔なつかしいポン菓子実演、絵本読み聞かせ
　北牧楽集館では、秋のイベントが開催されました。
町の直売所祭りに合わせ、10月9日には、名取淳一町
美術館長ことピエール・ジュンさんによるバルーンア
ート、オルゴールの演奏、昔なつかしいポン菓子の実
演などが行われました。特にポン菓子の実演は、今で
は見ることが出来ないということで、大きな音を立て
てポン菓子が飛び出すと、お子さんにのみならず、大
人の方からも歓声が上がり、出来立てのポン菓子を味
わいました。
　町文化祭初日の10
月29日には、上田市
在住で子供とメディア
公認インストラクター
の伊藤理恵さんによる
「絵本で子育て」の講
演と読み聞かせが行われました。絵本や指人形、絵の
切り出しを使った伊藤さんの心引かれる読み聞かせに
小さいお子さんから大人の方まで聞き入っていました。
　図書館では11月26日㈯にも読み聞かせが行われま
すので、ご家族でお出かけ下さい。

　秋も深まる中、第
44回小海町文化祭
が10月29日から11
月３日まで北牧楽集
館において開催され
ました。
 北牧楽集館での開
催は今年で2回目と
なり、会場には、陶芸、盆栽、書道、俳句、絵画、手
芸等多くの作品が展示されました。作品以外にも町の
歴史の研究グループや小学生リトミック活動のグルー
プの発表も展示されました。会場には連日、多くの方
が来られ、皆さんの作品を熱心に鑑賞されました。
　また、最終日となった11月3日の文化の日には、体

育館において午前は合同音楽祭、午後からはステージ
発表が開催されました。合同音楽祭は、小海小学校の
合唱、小海中、小海高吹奏楽部合同の演奏、町内コー
ラス、音楽グループなどの発表が行われ、日頃の練習
の成果を発揮されていました。
　また、ステージ発表は、音楽に合わせての華麗な踊
りや心に染みる朗読、迫力ある太鼓演奏に観客の皆さ
んからは大きな拍手が
起きていました。
　来年も多くの皆さん
に文化祭に参加して頂
き、町の文化、芸術活
動を盛り上げて頂きた
いと思います。

秋のイベント開催

芸術の秋到来！ 第44回小海町文化祭開催

楽集館　公民館登録グループ　

歌声サロン　代表 新津 博美 さん

　歌声サロンは発足二年目という若～い合唱グル
ープです。
　年を重ねても、健康のため声を出し歌を唄って
いたい！という熱い気持ちから生まれました。会
員は全員女性、ほぼおばあちゃん世代です。ご指
導頂いております鷹野道子先生の下で月2回の練
習に励んでおります。皆さんが日頃口ずさんでい
る童謡、唱歌等を2部合唱で素敵にハモれたら
･･･という思いで練習を重ねる日々です。ご一緒
に歌う仲間を募集しております。
●練習日　第2、第4木曜日
　午前9時30分～11時迄

今月の図書館

■ハンバーガーグー！　てぃ先生著
　関東の保育園の保育士著者が子ども好きが高じて保育園の日常を
つぶやいた泣き笑いのエピソードを収録。あなたも子どもが好きに
なる。子どももあなたが好きになる一冊です。

新刊ピックアップ
お話会　11月26日㈯　10：00～
■ろうどくの会の皆さんによる絵本、

児童書の読みきかせ

イベント情報
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共育の広場共育の広場
教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …１１月号…
Vol.17

共育の広場

　小海小学校では人権について考え合う機会を町の計画と合わせて11月
に予定しています。昨年の活動を更に深められるように、まずは先生方が
人権について体験しながら学ぶ機会を持ちました。初めて会う人とでも仲
良くなれる多くのゲームを行う中で先生方もどんどん笑顔になっていきま
した。学級の中での温かい人間関係を作るための話し合いトレーニングで
は「無人島に3つだけ持っていくとしたら何？」をテーマにお互いの考え
を出し合い、受け入れ、最後は折り合いをつけていく時の気持ちを子ども
のつもりで体感しました。研修をいかして、「友だちの考えにはそれぞれ
の思いや理由があるんだ」ときちんと受け止めることが大切な事、友だちの考えを聞いたからこそ自分の考えの
良さを確認できる事、そんな過程を子どもたちとも実践していきます。そして子どもたちの健やかな成長のため
学校、家庭、地域とで人権教育を進めていけることを願っています。ご協力よろしくお願いします。

　9月23日㈮、24日㈯に第34回清流祭が行われました。のべ52名の来賓の皆様
をはじめ多くの保護者、地域の方々にもご参加いただきながら実施することがで
きました。今年のテーマは「Peace Piece」パズルのピース同様に参加者一人一
人が貴重なかけがえのない存在として主体的にかかわりながら、平和な時間、空
間を創り上げていこうという願いが込められました。自分と他者との人としての
つながりを大切にしようという意見発表がありました。地域の方からは、秩父事件を題材にした紙芝居やオカリ
ナ演奏がなされました。
　体育祭は雨天のため体育館での大縄跳びとなりました。音楽祭では吹奏楽部の演奏とクラス・学年・全校によ
る合唱の歌声が響きました。全体を通して、今年は録画映像を使った演出が少なく、生徒自身がステージに立ち、

声や動きで表現をしていく場面が多くありま
した。まさに一人一人の“人”を大切にした
文化祭となりました。
　生徒会最大行事を支えていただいたご家庭、
地域の皆様に感謝をしながら、清流祭は大成
功でした。ありがとうございました。

小海小学校 人権研修・自分たちの人権感覚を磨こう

小海中学校 大成功！ 第34回清流祭

今! 小海高校 修学旅行を終えて
　9月26日～29日、私たち2年生は沖縄へ修学旅行に行ってきました。台風の影響も心配され、若干風が強かっ
たものの、全行程予定通りに見学・体験することができました。
　1日目は沖縄到着後、ひめゆりの塔と資料館を見学し、その後、沖縄戦の体験者である元白梅学徒隊の武村豊
さんに講演をしていただきました。体験者が高齢化する中、実際に兵士達の看護にあたっておられた武村さんの
お話は大変貴重で、生徒たちも真剣に耳を傾けていました。
　2日目の平和学習では、戦争中に防空壕の役割を果たしたガマを見学し、また平和祈念公園では「平和の礎」
の前にて全員で平和を祈って黙祷しました。午後からは３つの
コースに分かれ、沖縄の自然や文化を体験しました。
　3日目は美ら海水族館を見学後、道の駅「かでな」より広大
な嘉手納基地や滑走路を間近で見学しました。また最終日は首
里城を見学し、本土とは違う沖縄の歴史や文化を学びました。
　4日間の旅行を通し、戦争の悲惨さ、平和の大切さ、沖縄の
自然の魅力など、多くのことを学び、感じることができました。

2学年主任　山下千和子
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　小学 6年生と中学 3年生を対象に、 4月19日に行われました「全国学力・学習状況調査」（国語、算数数学）の結果
が 9月30日国より発表されました。
１．学力状況調査について
国語、算数（数学）の学力調査については、基礎知識を問うA問題と基礎知識の活用力をみるＢ問題が行われ、小中
学生共に、特にB問題の知識の「活用力や表現力」にばらつきがあり、基礎学力の習熟度にも課題があることが分か
りました。更なる「基礎学力の底上げ」と自分で考え、意見をまとめる力、「主体的な学び」の推進がより重要とな
っています。

２．学習状況調査について（アンケート）
　児童生徒の学校と家での勉強や生活の様子等の学習状況を調べるアンケート（84項目）では、幾つかの項目で特出
する傾向や、課題が見受けられます。教育委員会と学校では、これら課題を共有すると共に、 1人 1人の学力の向上
や成長支援に向けた取組みを小中連携の委員会を設けて検討してまいります。特に課題の多い「授業改善と家庭学
習」の見直しについては、学校、保護者と連携し改善を進めてまいります。

【国　語】
A問題の漢字の読み書きや読解力など主として、「知
識に関する問題」習得度は高く、一方で主として「活
用」に関するＢ問題の正答率は低くなっています。こ
の傾向は全国でも同じであり、文章で示されている情
報を的確に捉え、根拠を明確にし、自分の考えを具体
的に記述する力に課題があります。「国語が好き」「国
語の授業の内容が良く分かる」という生徒が全国平均
を上回っている現状が、今回の国語の学力テストの結
果に現れています。
【数　学】
A問題とＢ問題の正答率に大きな開きがあり「活用」
のＢ問題の正答率が低くなっています。国語同様全国
的な傾向ではありますが、基本的な計算や図形の理解
に比べて、特に内容を正しく把握し、数字的な表現で
説明したり、証明する問題に課題があります。数学は、
設問の理解度や基礎力によって大きく差が出やすく、
分数、少数の四則計算の誤りや無回答が40％を越える
設問もあるなど、小学校からの、日頃の学習の積み重
ねが大切となっています。

【国　語】
A問題の漢字の読み書き等の基礎学力の習熟度にばら
つきがあり、正答率にも表れています。基礎知識の
「活用」に関するＢ問題の正答率もA問題と同様とな
っています。これは 5年生までに積み上げた基礎学習
や漢字等日々の反復学習に課題があると考えられます。
また文章を的確に捉え、根拠を明確にし、自分の考え
を具体的に記述する表現力にも課題があります。アン
ケート結果でも、自分の考えを人に説明したり、文章
に書いたりすることが、苦手な児童が多く、また読書
や新聞を読む習慣が乏しいことが、今回の国語の結果
に表れています。
【算　数】
国語同様、基礎学力の習熟度にばらつきがあり、A問
題とＢ問題共に正答率が低くなっています。特に低学
年で学ぶ、基本の加減乗除、四則計算に課題のある児
童が 1／ 4余りとなっており、基礎学力の底上げ、読
解力の習得が重要となっています。

「主体的な学び、家庭での学習」課題
平成28年度全国学力学習状況調査

①（質問12.	13関係）
普段（月～金曜日） 1 日当たりど
れくらいの時間、テレビゲームや
携帯電話、スマートホーンでのゲ
ーム、通話・メール・インターネ
ットをしますか

②（質問14関係）
学校の授業以外、普段（月～金曜
日） 1 日当たりどれくらいの時間
勉強しますか（塾等含む）

※小中学生共にゲームやメール、インターネット等を行う時間が長く、家庭でのメディア抑制が必要です。

※小学生の半数近くは勉強時間が30分より少なく、家庭学習が十分とはいえません。

（回答） 1時間以上

小学校
長野県
国

テレビゲーム
75.0
49.5
55.0

インターネット等
28.2
13.8
18.5

中学校
長野県
国

小学校
長野県
国

中学校
長野県
国

34.4
58.4
62.5

84.4
70.4
67.9

　1 時間
以上

（回答） 　1 時間
以上

18.8
30.7
25.4

9.8
21.1
17.7

30分以
上 1時
間未満

30分以
上 1時
間未満

43.8
8.3
8.9

3.9
6.2
8.9

30分よ
り少な
い

30分よ
り少な
い

3.1
2.5
3.0

2.0
2.2
5.5

全くし
ない

全くし
ない

テレビゲーム
64.7
55.1
57.1

インターネット等
41.1
37.5
47.8

中　　学　　校 小　　学　　校
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定例教育委員会等が行われました

　小海町には縁があるようで、今回で3回目の勤務になりま
す。小海小学校に2回お世話になり、現在は、3人の子ども
たちの母校である小海中学校にお世話になっています。
　小海小学校に勤務していた2回は、私にとってとても思い
出深い時期です。小学生になったばかりの息子、保育園児、
生まれたばかりの娘と本当に大変な時期でした。しかし、周
りの方々に支えられて、仕事をこなすことができました。ご
迷惑もたくさんかけたかもしれません。その後、もう一度お
世話になり、子どもたち、保護者の方々、地域の方々、職員
の皆さんに恵まれ楽しく仕事をすることができました。大き
なイチョウの木で遊ぶ子どもたちの姿をみながら、昔を懐か
しく思い出し、子どもたちの中学の同級生、又、小学生だっ
た人達は、立派な社会人になっています。小海中学校の保護
者になっている人もいます。参観日の時や、学校に用事があ
り来られた時など、声をかけられると、嬉しくなり、ついつ
い、昔の話をしてしまいます。町の方々にも、よくしていた
だいています。ありがとうございます。
　子どもたちとの、接点は少ないですが、事務室から見える
子どもたちの姿を、私も年を重ねたせいでしょうか、とても、
ほほえましく眺めています。子どもたちが、安心して学校生
活を送れるように、また、将来小海町に戻って、町を担って
行く子どもたちのために、陰ながら応援していきたいと思い
ます。

教 育 委 員 会 情 報　9月 熱 い 共 育 人
小海中学校

事務
坂本 美智子

vol.15
●9月教育委員会（平成28年9月23日）
議 1　平成28年度全国学力学習状況調査の分析と学力

向上について
・全国学力テストの分析と学力向上について協議
をおこないました。

議 2　学力向上に関わる東信教育事務所との懇談会に
ついて
・県教育事務所との意見交換について協議しまし
た。

議 3　主幹指導主事学校訪問（A訪問）について
・学校訪問の対応について、協議を行いました。

議 4　後援依頼について
・　3 件承諾しました。

●9月中学校組合教育委員会（平成28年9月23日）
議 1　平成28年度全国学力学習状況調査の分析と学力

向上について
・全国学力テストの分析と学力向上について協議
をおこないました。

議 2　学力向上に関わる東信教育事務所との懇談会に
ついて
・県教育事務所との意見交換について協議しまし
た。

議 3　準要保護の認定（追加）について
・ 1名の認定をしました。

③（質問34.	36関係）
今住んでいる地域の行事に参加し
ていますか
地域社会などでボランティア活動
に参加したことがありますか

⑤（質問37.	64関係）
読書は好きですか
新聞を読んでいますか

④（質問57.	58関係）
400字詰め原稿用紙 2～ 3 枚の感想
文や説明文を書くこと、また、授
業などで自分の考えを人に説明し
たり、文章に書いたりすることは
難しいと思いますか

※小中学生共に地域行事等に参加し、地域社会との関わりを積極的に持っています。特に小学生の地域活動への参加が
高くなっています。

※中学生は読書好きですが、新聞をあまり読まないようです。小学生は読書や新聞を読む習慣付けが必要です。

※小学生は自分の考えを人に説明したり、文章に書いたりすることが、大変苦手のようです。中学生は、自分の考えを
人に説明したり、文章に書いたりすることを、さほど苦手にしていないようです。

（回答）当てはまる、どちらかといえば当てはまる

（回答）読書・・当てはまる、どちらかといえば当てはまる
　　　　新聞・・毎日または週に1-3回程読んでいる

（回答）当てはまる、どちらかといえば当てはまる

小学校
長野県
国

小学校
長野県
国

小学校
長野県
国

行 事 参 加
93.8
89.8
67.9

読　書
56.3
79.8
74.6

78.1
59.0
60.4

感想文等書
くこと難し
い

ボ ラ 参 加
87.5
58.0
60.7

新　聞
21.9
28.3
24.0

81.3
54.4
54.8

自分の考え
説明、書く
こと難しい

中学校
長野県
国

中学校
長野県
国

中学校
長野県
国

行 事 参 加
70.6
64.5
45.2

読　書
86.2
75.3
69.9

60.8
58.1
62.8

感想文等書
くこと難し
い

ボ ラ 参 加
62.7
64.8
70.2

新　聞
13.7
22.4
18.3

45.1
59.0
62.8

自分の考え
説明、書く
こと難しい
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平成28年度　第33回　小海町ゲートボールリーグ戦　成績表

1
2
3
4
5
6
7

土 　 村
本 間 川
杉 　 尾
溝 の 原
親 　 沢
本 　 村
松 　 原

チーム名 勝7
●●
◯●
●●
●●
●●
●◯

6
◯●
◯●
●●
●◯
●◯

◯●

5
◯●
●◯
●●
◯●

◯●
◯◯

4
◯●
●●
●●

●◯
◯●
◯◯

3
◯◯
◯◯

◯◯
◯◯
◯◯
◯◯

2
●◯

●●
◯◯
◯●
◯●
●◯

1

◯●
●●
●◯
◯●
◯●
◯◯

6
6
0
7
6
7
10

負
6
6
12
5
6
5
2

得
190
169
112
172
154
149
174

失
147
153
228
154
160
155
123

差
＋43
＋16
－116
＋18
－6
－6
＋51

順
4
5
7
2
6
3
1

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

チーム名 9
●
○
●
●
●
●
●
●

●

10
●
△
○
●
△
●
●
●
○

8
●
○
△
○
△
△
△

○
○

7
○
○
○
○
△
△

△
○
○

6
●
○
○
○
△

△
△
○
○

5
○
○
○
○

△
△
△
○
△

4
●
○
△

●
●
●
●
○
○

3
●
○

△
●
●
●
△
○
●

2
●

●
●
●
●
●
●
●
△

1

○
○
○
●
○
●
○
○
○

勝 順位
2
8
5
5
0
1
0
1
8
5

分
0
1
2
1
4
3
3
4
0
2

負
7
0
2
3
5
5
6
4
1
2

6
優　勝
4
5
9
8
10
7
2
3

平成28年度　第38回　小海町壮年ソフトボールリーグ戦　成績表
チーム名 1

○
○
○
●
○
○
△
○
●
○
○

10
○
○
●
○
○
○
○
○
○
●

●

9
○
●
○
○
○
○
○
●
△

○
●

2
○
○
○
○
○
○
●
●

△
●
○

11
○
○
○
△
●
△
○

○
○
●
●

8
○
○
○
○
○
●

●
○
●
●
△

5
○
○
○
○
△

○
△
●
●
●
●

6
○
○
○
△

△
●
○
●
●
●
●

12
○
○
△

△
●
●
△
●
●
●
○

4
○
○

△
●
●
●
●
●
●
○
●

7
○

●
●
●
●
●
●
●
○
●
●

3

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

勝
11
9
7
5
5
4
4
3
3
3
3
2

負
0
2
3
3
4
5
6
6
7
7
8
8

分

1
3
2
2
1
2
1
1

1

減点
－0.6

順位
優勝
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

平成28年度　第46回　早起き野球リーグ戦　成績表

平成28年度
南佐久
少年野球連盟
リーグ戦
成績表

3
5
1
4
2

順位
　

分
1

1

負
1
4
0
3
1

勝
2
0
3
1
3

順位
優　勝
準優勝
3
4
5

◎
春
季
リ
ー
グ
戦

チーム名 勝
4
3
2
1
0

負
0
1
2
3
4

分

平成28年度　第39回　小海町女子バレーボールリーグ戦　成績表

ＫＫベースボールクラブ
佐 久 穂
川 上 第 一
川 上 居 倉
南 　 牧

順位
優　勝
準優勝
3
4
5
6

◎
秋
季
リ
ー
グ
戦

チーム名 勝
5
4
3
2
1
0
　

負
0
1
2
3
4
5
　

分
　ＫＫベースボールクラブA

川 上 原 ・ 御 所 平
佐 久 穂
ＫＫベースボールクラブB
川 上 居 倉
南 牧

プラスワン
ウインズ
フレンズ
どりーむ
リバース
鎰掛
フェニックス
ラビット
クイーンズ
チェリーズ

3
7
4
12
6
5
8
11
2
9
10
1

北相木クラブ
松原湖
第 6土村
親川クラブ
11分館
第三鎰掛
第五分館
八那池
60クラブ
稲子バッターズ
ムーンライト
高根クラブ

（注）9・10位は得失点差によります。

ライトニング
小海秋桜
愛球会ライオンズ
酔族館
ベアーズ

ライトニング 小海秋桜 愛球会ライオンズ
△
●

●
●

酔族館 ベアーズ

●
△
●
◯

◯

◯
◯
◯

◯
◯
◯

◯

●
●
◯
●

　

今
年
も
春
か
ら
、
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
リ
ー
グ
戦
が
開
催
さ
れ
、

ど
の
競
技
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
残
念
な
が
ら

優
勝
で
き
な
か
っ
た
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
も
来
年
こ
そ
は
栄
冠
に
向
け

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

各
リ
ー
グ
戦
の
成
績
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○
小
海
町
観
光
展

佐
久
三
十
三
番
札
所
め
ぐ
り

・
松
原
湖
畔
四
季
の
文
学
散

歩
・
み
ど
り
池
ト
ロ
ッ
コ
軌

道
・
小
海
レ
ー
ザ
ー
・
編
み

物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作
品
展
示

「
松
原
湖
畔
の
お
話
会
」

　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）

　

午
後
１
時
30
分
よ
り

○
手
仕
事
展

11
月
25
日
㈭
～
12
月
4
日
㈰

五
人
の
仲
間
に
よ
る
個
性

あ
ふ
れ
る
手
作
り
作
品

○
第
12
回
灯
り
展

12
月
10
日
㈯
～
1
月
29
日
㈰

籐
細
工
・
和
紙
・
陶
芸
・

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
等
の
灯
り

作
品
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
参
加

作
品

松
原
湖
観
光
案
内
所

　

電
話　

93
ー
2
0
0
5

水
曜
日
休
館

○
体
育
行
事
・
教
室

　

町
長
杯
ス
ケ
ー
ト
大
会

　
　

12
月
3
日
㈯

　

親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室

　
　

12
月
4
日
㈰

　
　

12
月
23
日
（
金
・
祝
）

　

松
原
湖
ス
ケ
ー
ト
大
会

（
中
学
校
の
部
）

　
　

12
月
10
日
㈯
～
11
日
㈰

　

松
原
湖
ス
ケ
ー
ト
大
会

　
（
小
学
校
の
部
）

　
　

1
月
9
日
（
月
・
祝
）

　

ヨ
ガ
教
室

　
　

12
月
16
日
㈮

　

健
康
増
進
教
室

　
　

12
月
18
日
㈰

○
催
　
事

　

成
人
式　
　

1
月
3
日
㈫

○
そ
の
他
教
室
等

　

地
域
歴
史
講
座　

第
4
回　

　
　

12
月
7
日
㈬

「
宿
渡
愛
宕
神
社
」

　

英
会
話
教
室

　
　

12
月
13
日
㈫

　
　

１
月
17
日
㈫

　
　

1
月
31
日
㈫

○
移
動
図
書

毎
月
第
1
・
第
3
火
曜
日（
休

日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）

※
年
末
年
始
休
業

　

12
月
29
日
㈭
～
1
月
3
日
㈫

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
」

か
ら
の

お
知
ら
せ

12
月
・
1
月
の
生
涯
学
習
事
業

公民館報縮刷版刊行
10年間の歩みを知る資料に

　
こ
の
度
、
町
制
施
行
六
十
周
年
を
記
念
し
て
公

民
館
報
縮
刷
版
第
五
集
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
縮
刷
版
に
は
平
成
十
八
年
十
一
月
か
ら

今
年
九
月
ま
で
発
行
さ
れ
た
十
年
間
の
公
民
館
報

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
海
町
の
十
年
間
の
歩
み
を
知
る
貴
重
な
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
各
ご
家
庭
で
ぜ
ひ
、
ご
購
入

下
さ
い
。

　
縮
刷
版
は
上
下
巻
セ
ッ
ト
税
込
み
で
三
五
〇
〇

円
に
な
り
ま
す
。

　
北
牧
楽
集
館
に
お
い
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

元サッカー日本代表

名 良 橋 晃 さん
～夢の教室～

　10月24日㈪、日本サッ
カー協会のＪＦAこころ
のプロジェクト「夢の教
室」が小海小学校 5年生
を対象に行われ、元サッ
カー日本代表の名良橋晃
さんに、ゲームと授業を
していただきました。
　授業では、名良橋さんの実体験に基づいて、夢を持つ
こと、夢に向かって努力することの大切さや「失敗して
も諦めないで、できることを頑張り続けること」という
お話がありました。
　今回の教室を通じて、子ども達は自分の夢について考
え、夢に向かって具体的に努力していくことなど、元サ
ッカー日本代表選手と夢のような貴重な時間をすごしま
した。
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新海 誠 監督作品「君の名は。」展開催
映画「君の名は。」の魅力を紐解く展覧会、新海誠監督の故郷・小海町で開催
　「ほしのこえ」「秒速 5センチメートル」「言の葉
の庭」などのアニメ作品を生み出してきたアニメー
ション監督・新海誠。新海氏の作品は“美しく壮大
な世界ですれちがう男女の物語”を描くことで人間
の本質に迫ります。人と人が出会い、そしてすれち
がうさまを、完成度の高い物語に結晶させ、登場人
物やその世界を鮮やかに描き出す新海氏の作品は、
多くの人々を引きつけています。
　この夏公開された最新作「君の名は。」は新海作
品の魅力が随所に盛り込まれながらも、今までの作
品をさらに超えていく魅力を持った、まさに一つの
到達点とも言うべき作品です。そうした「君の名
は。」の公開に際し、その魅力をより深く味わうこ
とができる展覧会を新海誠監督の生まれ育った小海
町にある小海町高原美術館で開催しています。本展
では、企画書や絵コンテ、設定資料などの展示を通
じて「君の名は。」の内容に迫ります。「君の名は。」
の魅力をより強く感じられる機会となれば幸いです。

内覧会で新海監督が所属する制作会社「コミックス・ウェーブ・フィ
ルム」の落合千春氏の解説に熱心に聞き入る参加者。翌日の展覧会
開催初日には、過去最高の1,012人のお客様がご来館されました

映画に出てきたシーンを再現した展示

会　　期：2016年10月23日㈰～12月25日㈰
開館時間：9：00～17：00（最終入館：16：30）

休 館 日：火曜日
入 館 料：（町民）高校生以上 250円
　　　　　　　　　小中学生　 100円

保険証等町民であることを確認できる
ものをお示し下さい
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個人住民税の特別徴収実施のお願い
☆長野県と小海町では、これまでも個人住民税の特別徴収をお願いしてきましたが、平成３０年

度から、原則として所得税の源泉徴収義務のある全ての事業主を個人住民税の特別徴収義務者

に指定し、特別徴収を徹底することになりました。

① 個人住民税の特別徴収とは

　個人住民税の納税方法には、納税義務者が市町村に直接納付する「普通徴収」と、事業主（給
与支払者）が特別徴収義務者として給与から個人住民税を差し引いて、納税義務者に代わって市
町村に納付する「特別徴収」の 2つの方法があります。
　このうち、給与所得者の個人住民税は、地方税法及び小海町の条例により、事業主（給与支払
者）の方に特別徴収していただくことが定められています。

② 特別徴収の仕組みについて

　町が税額を計算し、事業主の皆様に通知します。その通知に基づき、事業主が特別徴収し、各
市町村へ納付して頂きます。

③ 例外として、特別徴収を行わないことができる場合

　パートやアルバイトの方を含め、原則全ての方が特別徴収の対象者となりますが、下記の事由
に該当する場合等は、例外として特別徴収を行わないことができます。
　 1．事業専従者に該当する場合
　 2．特別徴収するべき従業員の数が２名以下の場合　など
※詳細は、役場総務課税務係（９２－２５２５）にお問い合わせください。

☆特別徴収実施の徹底について、事業主の皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

従　

業　

員

（
納
税
義
務
者
）

市　

町　

村

事　

業　

主

（
特
別
徴
収
義
務
者
） ⑤差し引いた住民税を納付

①給与支払報告書提出

②特別徴収税額の通知

④給与から差し引き

③特別徴収税額の通知
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町税等納期のお知らせ 〈平成28年11月～平成29年1月の納期は下記のとおりです〉

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。
※26日が土・日・祝日の場合は翌平日に振替えます。
また、窓口納付の方につきましては、納期限が各納付月の月末となります。
窓口納付の方は、納付の煩わしさのない口座振替納付のご利用をお勧めします。
納税が遅れますと督促状が送られ督促手数料が発生しますので、必ず納期限内に納税をお願いいたします。

　国税庁では毎年11月11日～17日を「税を考える週間」として、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に
対する知識と理解を深めていただくため、集中的に様々な広報広聴施策を実施しております。

① 平成28年分　年末調整説明会のお知らせ
　事業主の皆さんを対象に、給与所得者に係る年末調整説明会を下記の日程のとおり開催いたします。
　なお、説明会では「年末調整のしかた」「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引き」等の
パンフレットを用いて説明いたしますので、ご持参ください。

※上記のいずれかの会場にご出席ください。

② 平成28年分　青色申告決算等説明会のお知らせ
　青色申告をされる個人の方を対象に、決算書の作成方法や注意点などについての説明会を下記の日程のとお
り開催いたします。なお、説明会で使用する資料は、当日会場で配布いたします。
⑴	営業・不動産所得関係（対象地区が小海の日時のみ抜粋しています。）

⑵	農業所得関係

※ 1及び 2の会場とも、駐車場のスペースに限りがあります。

　①及び②の内容についてのお問い合わせは、佐久税務署までお願いいたします。
　連絡先：０２６７－６７－３４６０（自動音声案内の「２」を選択してください。）

口座振替日
11月28日㈪
12月26日㈪
　1　月26日㈭

町県民税 固定資産税 国民健康
保 険 税 介護保険料 後期高齢者

医療保険料

４期
４期 ５期

６期
７期

５期
６期
７期

５期
６期
７期

佐久税務署からお知らせです
平成28年11月11日㈮～11月17日㈭は「税を考える週間」です

開 催 日

１１月１５日（火）

１１月１６日（水）

開 催 時 間
１０：００～１２：００
１４：００～１６：００

１４：００～１６：００

開 催 場 所
佐久市佐久平交流センター　大ホール

（佐久市佐久平駅南４－１）
佐久市コスモホール　大ホール

（佐久市下小田切１２４－１）

開 催 日

１２月　６日（火）

開 催 時 間

１４：００～１６：００

開 催 場 所
小海町役場２階大会議室
（小海町大字豊里５７－１）

対 象 地 区
小海町
南相木村・北相木村

開 催 日

１２月　１日（木）

開 催 時 間

１０：００～１２：００

開 催 場 所
佐久市佐久平交流センター
（佐久市佐久平駅南４－１）

対 象 地 区
全市町村
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第47回小海町・北相木村・南相木村花卉園芸品評会
（敬称は省略）
氏　　名

佐 藤 二 六

油 井 明 博

井出はつ子

田 村 喜 一

油 井 朝 子

小 山 正 夫

佐藤ケサ子

井上みつ子

住　所

小 海 町

小 海 町

北相木村

南相木村

小 海 町

小 海 町

小 海 町

小 海 町

品種名

三 宝

笑 の 舞

笑 王

松風の恋

王 林

三 宝

三 宝

舞 風 車

等　　級（賞）
特賞　佐久地方事務

所長賞及び
	 品評会長杯

１等　小海町長賞

１等　北相木村長賞

１等　南相木村長賞

１等　小海町議会議
長賞

１等　北相木村議会
議長賞

１等　南相木村議会
議長賞

１等　長野八ヶ岳農業
協同組合代表理
事組合長賞

　 9月15日㈭、小海町生涯学習センター『北牧楽集
館』において、第47回小海町・北相木村・南相木村
花卉園芸品評会が開催されました。 3町村の花卉農
家から輪菊を中心に、86点の花が出品され、大変に
ぎやかな品評会となりました。
　本年は、春先から夏にかけて気温が平年よりも高
く推移し、特に菊につきましては、昨年同様早期開
花等が心配されましたが、花卉農家の方々の努力に
より、いずれも素晴らしい作品が出品されました。
特賞の三宝につきましては、花弁の伸び、花首、天
葉とのバランス、下から上までの葉の大きさも均整
がとれており、まさに見事な輪菊でした。受賞者に
つきましては、左記の通りです。

「太陽光発電施設」の建設を予定している皆さまへ
長野県では「長野県景観規則」を改正し、平成28年９月29日付けで公布しました。
これにより、長野県景観計画の区域において一定面積を超える「太陽光発電施設」を建設しようとするときは、景観法
に基づき、県への事前届出が必要になります。なお、小海町は一般地域に該当します。

1 事前届出が必要となる太陽光発電施設の規模

2 届出時期
着手予定の30日前までに、小海町役場総務課企画係に提出してください。

3 改正の施行日
平成28年12月1日（平成29年1月1日以後に着手するものが届出の対象です。）

4 その他
建築物の屋根、屋上等に後から設置するものは、従来どおり、建築物の外観変更として次により事前届出が必要です。

詳しい内容は、県庁担当課、地方事務所又、役場にお尋ねください。
○問合せ先：長野県建設部　都市・まちづくり課　景観係［電話 ０２６－２３５－７３４８（直）］
　　　　　　小海町役場　総務課　企画係　　　　　　　［電話　０２６７－９２－２５２５］

景観育成重点地域一　般　地　域届出規模の要件

20㎡を超えるもの1,000㎡を超えるもの太陽電池モジュールの
築造面積の合計

景観育成重点地域一　般　地　域届出規模の要件

25㎡を超えるもの400㎡を超えるもの太陽電池モジュールの設置面積
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　インフルエンザワクチンは、重症化や死亡の防止に一定の効果が期待されていますが、感染防止
の効果は証明されておらず、接種しても感染しないわけではありません。ワクチン接種により、接
種部位がはれたり、熱が出るなどの副反応症状がでたり、ごくまれに重篤な症状を引き起こす事も
あります。接種によって期待される効果と副反応についてご理解していただいたうえで、接種を希
望する方は、直接、各医療機関にお問い合わせください。《どなたでも希望により接種（任意接
種）できます。》

①　接 種 期 間：平成28年10月接種開始から平成29年3月31日まで（ワクチンがなくなるまで）

②　接 種 方 法：医療機関での個別接種（直接予約・問い合わせください）

③　接 種 費 用：1,000円（予防接種1回 4,500円のうち 3,500円を町で補助します。）
（対象者は下記表参照）

※病院の窓口で、各自 1,000円をお支払いください。　
※医療機関によっては、償還払い（病院窓口で一旦料金を支払い、役場で申請後ご

指定口座に振り込み）の場合もあります。

④　接種医療機関：佐久総合病院小海分院・小海診療所（町外の医療機関でも接種できます。）
※乳幼児・児童・生徒の皆さんは原則、小児科医のいる小海分院で接種をお願いし

ます。
※基礎疾患が有り、かかりつけ医師がいる方はその医療機関で接種できます。

⑤　助成対象者及び助成金額

・満60歳から64歳で、 心臓，腎臓または呼吸器の機能に障がいがあり身の回りの生活を極度に制
限される方またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障がいがあり日常生活がほとんど不
可能な方

・生活保護の方は全額助成となります。

「インフルエンザ予防接種」
と接種費用の助成についてお知らせ

※ご不明な点は、小海町役場 町民課 保健係（電話92−2525）までお問い合わせください。

助 成 対 象 者 接 種 金 額 町 か ら の 助 成 金 額
6ケ月以上～中学生の方
満65歳以上の方
下記に該当される方

1回につき4,500円
4,500円
1回につき4,500円

1回につき3,500円
3,500円
1回につき3,500円
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すこやかBOXすこやかBOX

　平成28年6月より総合センターの一部を保
健センターとして利用する為の改修工事を行
い、10月12日に完成しました。
　今回の改修工事は、乳幼児への健診環境に
配慮した冷暖房設備を完備し、床等も抗菌仕
様とすることで衛生面での向上が図られまし
た。
　今後は、母子保健事業を中心とした保健事
業の拠点として利用されます。

小海町保健センターが
完成しました

　すこやか保健室開催中!!
公民館に

お出かけく
ださい

　今年も各地区の公民館で「出張！すこやか保健室」を開催しています。「お茶飲み」がなくなったと言われ
る近頃ですが、困った時こそ隣近所の力が大切です。公民館で集い、お茶を飲みながら、健康について考えて
みませんか？なお、必要な方は送迎もしますので地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。
　　　　　　　　
１、対象者　住民の方ならどなたでも
２、内　容　・我が家の漬け物塩分測定
　　　　　　・血圧測定、健康相談
　　　　　　・健康講座「血圧のおはなし～適塩や運動で高血圧予防～」町保健師、管理栄養士
３、持ち物　50cc程度の漬け物の汁、その他みそ汁やスープなど塩分の気になる汁物をお持ちください。
　　　　　　注：油のあるものは測定できません。
４、11月以降の日程表

会　場 会　場

溝の原公民館

川平公民館

五箇公民館

卒道公民館

八那池公民館

宿渡公民館

稲子公民館

芦平公民館

親川集会場

杉尾公民館

11月 2 日㈬　午後 1時30分～ 3時

11月 2 日㈬　午後 1時30分～ 3時

11月 4 日㈮　午後 1時30分～ 3時

11月 4 日㈮　午後 1時30分～ 3時

11月 8 日㈫　午後 1時30分～ 3時

11月 8 日㈫　午後 1時30分～ 3時

11月10日㈭　午前10時～11時30分

11月10日㈭　午後 1時30分～ 3時

11月10日㈭　午後 1時30分～ 3時

11月18日㈮　午前10時～11時30分

12月 1 日㈭　午前10時～11時30分

12月 6 日㈫　午前10時～11時30分

12月 6 日㈫　午後 1時30分～ 3時

12月 7 日㈬　午後 1時30分～ 3時

12月 7 日㈬　午後 1時30分～ 3時

12月 8 日㈭　午前10時～11時30分

12月 8 日㈭　午前10時～11時30分

12月12日㈪　午後 1時30分～ 3時

12月13日㈫　午前10時～11時30分

日　　　時 日　　　時

芦谷公民館

箕輪公民館

小海原公民館

馬流公民館

土村集会施設

鎰掛公民館

大州公民館

本村公民館

中村生活改善
セ ン タ ー

寒太郎体操

もやるよ!



消防署・町・各地区の消防団も協力します。防災訓練
を考えている地区がありましたら、ぜひご相談下さい。

シリーズ防災 ⑯身近な防災対策について①
自宅の防災対策を効果的に実施する良い方法はあるのでしょうか？
一気にやってしまおうと気負うよりも、少しずつ、実施していくことを
お勧めします。

　東日本大震災以降、防災対策の重要性を実感した方は多いと思います。しかし、実際には何から始め
てよいかわからないと感じている人や、毎年、毎年の防災対策に疲れてしまった人もいるでしょう。
　防災対策に完全などありませんので、果てしない取り組みともいえます。集中して、一気にやってし
まおうと思うと「あれもこれも」と課題が多すぎて負担に感じてしまいがちです。
　そこで、毎月、防災に充てる費用や日時を決めて、年間のスケジュールを立てることをお勧めします。
今月は食器棚のガラス、来月はリビングの窓ガラスに飛散防止フィルムを貼ろう。そして、再来月は食
器棚の棚板に滑り止めシートを敷こう、というように無理のない計画を決めて、その範囲内でできる対
策を実施します。
　食器棚ひとつにしても本来の固定、ガラス対策、中
身の飛び出し防止対策、扉の開き防止対策など、すべ
きことがたくさんありますから、毎月、コツコツと対
策を行っていけば、無理せずに継続して、防災に取り
組むことができます。毎月、自宅の安全性が高まって
いくことで達成感が高まり、家族を守るうれしさを感
じられます。
　さらに、「ついでに防災」として、掃除のついでに
家具を固定したり、ガラス戸に飛散防止フィルムを貼
ったり、棚に滑り止めシートを敷くなどすれば、面倒
なことも軽減されます。
　「さて、来月は、どこをどうやろうかな？」という
ように、楽しみながら防災に取り組めるといいです
ね！

小海町消防団 全団員へ防寒着を配布
　市町村振興宝くじの収
益金を活用し、小海町消
防団において、冬期間の
消防活動の防寒を目的と
して、全団員に防寒着を
配布しました。

各地区・消防団でも
防災訓練が予定されています

地区名・団体名 日　付 主な内容

本間上・本間下 11月13日 消火訓練等

11月13日
林野火災に対する
消火技術の向上等

12月4日
消火訓練・
避難訓練等

小海町消防団

土 村 区
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子育て小海

連載№13

土村南町に土土村土村村南村 にに村村
町営住宅を建設します！

土村南町に
町営住宅を建設します！

土村南町に
町営住宅を建設します！

～小海町に移住・定住をお考えの方、結婚後の　　
　　お住まいをお探しの皆さん、ぜひご検討下さい～
町では土村南町（旧小海町公民館跡地）に町営住宅を建設します。
入居者の募集は平成29年3月頃を予定しています。
　　◆ 間 取 り　3DK
　　◆ 戸　　数　8（2棟　1階2戸　2階2戸）
　　◆ 駐 車 場　各戸2台ずつ
　　◆ 応募資格 （下記のいずれかに該当する方）
　 　　　　　　　・17歳以下の子どもがいる世帯（平成29年4月1日現在）
　 　　　　　　　・夫婦どちらかが40歳以下の世帯
　 　　　　　　　・結婚後の住宅を探している方
　　◆ 問い合わせ　町民課　生活環境係　℡９２－２５２５

小
海
駅

八十二
銀　行

中学校

★南町住宅

木
澤　

恵
子　

様　
　

二
万
円

井
上　

修
司　

様　
　

一
万
円

清
水　
　

勲　

様　
　

三
万
円

新
津
真
一
郎　

様　
　

二
万
円

松
本　

英
二　

様　
　

一
万
円

宇
野　

俊
郎　

様　
　

三
万
円

篠
原　
　

章　

様　
　

三
万
円

篠
原
の
り
子　

様　
　

二
万
円

高
御
堂
正
美　

様　
　

五
万
円

新
津　

幸
弥　

様　
　

五
万
円

山
津　

昌
之　

様　
　

一
万
円

橋
口　

達
志　

様　
　

一
万
円

鈴
木　

友
子　

様　
　

二
万
円

井
上　

文
正　

様　
　

五
万
円

辻　

慎
太
郎　

様　
　

五
万
円

道
端　

好
英　

様　
　

四
万
円

鷹
野　

雄
治　

様　

十
五
万
円

土
橋
陽
五
郎　

様　
　

五
万
円

平
野　
　

征　

様　
　

二
万
円

浅
川　

蔵
喜　

様　
　

五
万
円

油
井　

正
幸　

様　
　

五
万
円

西
田　

幸
弘　

様　
　

二
万
円

鬼
久
保
洋
治　

様　
　

五
万
円

宮
沢　

克
佳　

様　
　

四
万
円

菊
池　

起
己　

様　
　

二
万
円

長
島　
　

一　

様　
　

一
万
円

山
口　
　

進　

様　
　

三
万
円

古
清
水
貞
夫　

様　
　

三
万
円

柄
本　

憲
秀　

様　
　

一
万
円

篠
原　

忠
利　

様　
　

二
万
円

木
村　

文
洋　

様　
　

一
万
円

山
崎　

克
巳　

様　
　

二
万
円

松
岡　

憲
子　

様　
　

十
万
円

鈴
木　

友
子　

様　
　

一
万
円

小
澤　

正
一　

様　
　

五
万
円

浮
田　

徹
也　

様　
　

一
万
円

黒
澤　

国
男　

様　
　

二
万
円

篠
原　

範
昭　

様　
　

二
万
円

中
村　
　

直　

様　
　

十
万
円

渋
谷　

隆
一　

様　
　

十
万
円

倉
木　

生
夫　

様　
　

十
万
円

牛
山　

元
美　

様　
　

二
万
円

近
藤　

忠
憲　

様　
　

三
万
円

遠
藤　

章
雄　

様　
　

十
万
円

藤
田　

兼
雄　

様　
　

三
万
円

藤
田　

千
佳　

様　
　

三
万
円

細
田　

敏
和　

様　

五
十
万
円

多
く
の
寄
付
を

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

以
上
の
皆
様
を
含
め
、
二
〇
九
名
の
方
々
か
ら
五
四
九
万
円
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
月
か
ら
の
合
計
は
三
二
三
人
、
八
三
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
者
（
七
月
か
ら
九
月
分
）
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フォトトピックスフォトトピックス
平成28年度 第60回小海町敬老会開催
　町制施行60周年を記念し、9月11日㈰第60回小海町敬老会
が小海中学校体育館において5年ぶりに集合開催されました。
　70歳以上の約410人に参加いただき、食事を味わいながら、

秋の直売所祭りが開催されました
　10月9日㈰、小海町農産物加工直売所において、秋の直売所祭りが開催されました。当日は、秋野菜や加工グループ
の方々によるおやきやお饅頭、惣菜等多数の商品が販売されました。また、八ツ手峯会の皆様によるそばの実演販売や、
ポップコーン、わたあめ、豚汁のふるまい等が行われ、雨天にもかかわらず、町内外から400人を超える方にご来場い
ただきました。
　誠にありがとうございました。

OSJ KOUMI 100トレイルランニングレース
シリーズ第9戦
　小海町・小海町観光協会の協力により、平成28年
10月8㈯から10日（月・祝）にOSJ KOUMI 100ト
レイルランニングレースを松原湖高原スケートセンタ
ーを主会場に開催致しました。
　一周32kmの標高差1,000mある山岳コースを5周
回する大変過酷なレースで、参加者240名のうち延
160㎞の完走者は70名でした。

友人らとの旧交を温めました。
　今年度100歳を迎える親沢の井出みなせさん・八那池の油井一三さん・箕輪の小山まささんに内閣総理大臣・長野県
知事・小海町長からお祝い状と記念品が贈呈されました。

八那池の油井一三さん（右から2人目） 親沢の井出みなせさん（右から2人目）

10月9日　午前5時　スタート前の様子
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小海町紅葉ウォーク
　小海町観光
協会と小海町
の共催により、
平成28年10
月16日㈰に
小海町紅葉ウ
ォークを開催
致しました。
当日は天気も
良く323名の
方にご参加頂きました。
　小海高校吹奏楽班及び小海中学校吹奏楽部の出発式での
演奏やホットドック、高原野菜、はちみつ、各種ビン詰製
品、ワインの試飲販売、まんじゅう、おにぎり、陶器、な
ど12店舗の出店と太陽望遠鏡での観測展示もありました。
　そばととん汁の振舞いもあり、参加者からは来年も参加
しますと多くの方からお言葉を頂きました。
　来年も開催を予定しますので町民の皆さまのご参加をお
待ちしております。

第5回長野県～山梨県女性みちの会
交流会が開催されました。
　10月18日㈫、南牧中央公民館において、第5回長野県
～山梨県女性みちの会交流会が開催されました。当日は、
北杜市～小諸市までの女性みちの会会員総勢約100名が
出席して、長野国道事務所の佐藤室長から、中部横断自
動車道の事業説明や道に関するオリエンテーションが行
われました。その後、南牧村観光協会長から、南牧の観光
名所紹介を受けた後、お弁当のおもてなしを受けました。
会員からは、交流会でみちの会会員同士で親睦を深めあ
えたと喜びの声や、道への意識が変わりもっとみんなで
盛り上げて行きたいといった意見が出されました。

　平成29年1月22日㈰小海リエックス、松原スケートセンターを主会場に第28回氷上トライアスロン小海大会を開催
します。
〈参 加 者 募 集〉　マイナス15度　極寒の地で体力の限界に挑みます!!

スラロームスキー 3㌔　ランニング　16㌔　スケート 10㌔。この氷上のトライアスロンに挑戦す
る鉄人を募集します。

〈スタッフ募集〉　氷上トライアスロンのお手伝いをしていただけるボランティアを募集します。

申込・問合せ　氷上トライアスロン小海大会事務局（小海町役場　観光課）電話0267−92−2525
　　　　　　　大勢の皆さんの沿道でのご声援もお待ちしています。

町制施行60周年記念事業
第28回氷上トライアスロン小海大会

参加者・スタッフ募集!!

ビアガーデンで皆様よりいただきました熊本地震への義援金を熊本へ送りました！
　この8月4日から11日まで、清流ふれあい橋にて商工会青年部と役場若手職員が開催しました「清流ふれあい橋ビア
ガーデン」では、熊本地震復興支援のための募金活動も行い、43,737円の募金が集まりました。
　この募金は熊本地震義援金として熊本県商工会連合会へ送金しました。
　ご協力いただきましてありがとうございました。
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小海町交通安全協会 フォトニュース

　小海町交通安全協会では、秋の全国交通安全運動の期間
中、 9月21日㈬～30日㈮まで町内 5箇所において、朝に街
頭指導を行いました。
　また、同期間に70歳以上の高齢者宅訪問を実施し、声か
けを行うとともに、交通安全啓発のチラシとともにＬＥＤ
付き反射材を配布しました。
　受け取っていない方がいらっしゃいましたら、各地区安
協役員までお問い合わせください。

　10月13日㈭、午前10時より、小海保育所において交通安全教室が行われ、小海町交通安全協会も参加しました。
　今回の交通安全教室には、佐久市在住の長野県嘱託警察犬指導手の小山正恵さんをお呼びし、園児たちは警
察犬レオナとともに安全な道路の横断の仕方を学びました。

　長野県下では、 9月現在昨年と比べ 2倍もの
交通死亡事故が発生しているため、交通死亡事
故多発非常事態宣言が10月 7 日㈮～16日㈰の10
日間発令されました。小海町でも今年、 3名の
方が亡くなられています。
　小海町交通安全協会では、期間中の13日㈭の
午後 4 時から 1 時間、ナナーズ前国道141号線
で人波作戦を行い同店舗駐車場でもＬＥＤライ
トなどを配布し交通事故撲滅を呼び掛けました。
　これからも、より一層交通安全に心がけてい
ただき、交通事故のない安心・安全な町づくり
にご協力お願いいたします。
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小海町インフォメーション小海町インフォメーション

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

臨
時
福
祉
給
付
金

　

平
成
二
十
六
年
四
月
の
消
費

税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
負
担
を

緩
和
す
る
た
め
等
、
次
の
方
々

に
平
成
二
十
八
年
度
分
と
し
て

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
方
々

※
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の

扶
養
親
族
は
除
き
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金　

三
千
円

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

に
は
、
三
万
円
の
加
算
が
あ
り

ま
す
。

　

該
当
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は

九
月
上
旬
に
関
係
書
類
を
郵
送

し
て
お
り
ま
す
。

　

申
請
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、

お
早
目
に
申
請
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
十
二
月
九
日
㈮

ま
で
で
す
。

問
合
わ
せ
先

　

町
民
課
社
会
福
祉
係

　
　
　

電
話
九
二
ー
二
五
二
五

平
成
二
十
八
年
度
の
猟
期

十
一
月
十
五
日
㈫
か
ら

　
二
月
十
五
日
㈬
ま
で

　

猟
期
の
期
間
中
は
狩
猟
者
が

山
林
な
ど
で
銃
砲
を
使
用
し
ま

す
。

　

山
林
に
入
る
場
合
に
は
、
狩

猟
者
か
ら
見
え
や
す
い
服
装
を

す
る
な
ど
、
事
故
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

狩
猟
者
は
矢
先
に
十
分
注
意

し
、
関
係
法
令
を
遵
守
し
、
無

事
故
無
違
反
で
猟
期
を
終
え
ら

れ
る
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

生
ゴ
ミ
処
理
機

補
助
金
制
度
の
活
用
を

　

小
海
町
で
は
、
生
ご
み
処
理

機
の
購
入
補
助
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
購
入
金
額
の

三
分
の
二
・
限
度
額
は
十
万
円

円
　

コ
ン
ポ
ス
ト
・
ボ
カ
シ
容
器

は
、
限
度
額
四
千
円

　

補
助
制
度
を
使
い
、
生
ご
み

は
で
き
る
だ
け
各
家
庭
で
処
理

を
し
て
、
生
ご
み
の
減
量
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
町
民
課
生

活
環
境
係
電
話
九
二
ー
二
五
二

五
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

佐
久
高
等
職
業
訓
練
校
　

　
平
成
二
十
九
年
度

訓
練
生
募
集
！

　

佐
久
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

平
成
二
十
九
年
四
月
に
入
校
す

る
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

技
能
職
人
に
必
要
な
知
識
を

専
門
の
講
師
に
、
技
能
を
経
験

豊
か
な
職
業
訓
練
指
導
員
か
ら

学
び
、
即
戦
力
と
な
る
技
能
を

習
得
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
長
野
県
認
定
佐

久
高
等
職
業
訓
練
校
（
六
二
ー

二
二
七
六
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

司
法
書
士
に
よ
る
「
養
育

費
集
中
相
談
会
」
開
催

日
　
時

　

十
二
月
八
日
㈭
～
十
日
㈯

　

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

電
話
番
号

〇
一
二
〇
ー

四
四
八
ー

七
八
八

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

○
面
談
相
談
（
要
予
約
）

　

日　

時　

十
二
月
十
日
㈯

　

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

会　

場　

長
野
県
司
法
書
士

会
館
二
階
（
長
野

市
妻
佳
三
九
九
）

予
約
電
話　

〇
二
六
ー
二
三

　
　
　
　
　

二
ー
七
四
九
二

○
相
談
料
：
電
話
相
談
・
面
談

と
も
に
無
料

○
相
談
例
：
養
育
費
の
支
払
い

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。

　

養
育
費
の
取
り
決
め
を
せ
ず

離
婚
し
て
し
ま
っ
た
が
今
か

ら
で
も
も
ら
え
る
か
。

　

養
育
費
の
減
額
を
し
た
い
、

も
し
く
は
増
額
を
求
め
た
い

な
ど
。

○
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
司
法
書
士
会

電
話
：
〇
二
六
ー
三
二
三
ー

七
四
九
二

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会
開
催

日
　
時

　

十
一
月
二
十
六
日
㈯

　

午
後
一
時
か
ら
三
時

場
　
所

　

イ
オ
ン
佐
久
平
店
二
階

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

相
談
内
容

不
動
産
登
記
・
会
社
登
記
・

不
動
産
売
買
・
贈
与
・
相
続

・
多
重
債
務
・
借
地
借
家
・

成
年
後
見
・
悪
質
商
法
等

○
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
・
予

約
不
要

○
主
催
者　

長
野
県
司
法
書
士

会
佐
久
支
部

○
問
い
合
わ
せ　

〇
二
六
七
ー

六
六
ー
六
七
三
三
（
手
川
）

土
地
家
屋
調
査
士
の

　
　
行
う
無
料
相
談
会

日
　
時

　

十
二
月
十
日
㈯

相
談
内
容

一
、
土
地
の
協
会
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
の
悩
み

二
、
土
地
・
建
物
に
関
す
る

登
記
等
の
こ
と

会
　
場

　

佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー

　

第
三
会
議
室

開
催
時
間

　

受
付　

十
三
時
三
十
分
～

　
　
　
　

十
六
時
ま
で

　

終
了　

十
六
時
三
十
分

相
談
時
間

　

一
件
三
十
分
ま
で

※
な
お
当
日
は
混
雑
も
予
想
さ

れ
会
場
で
お
待
ち
頂
く
場
合

も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
予

め
ご
予
約
頂
き
お
越
し
下
さ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ご
予
約
は

「
土
地
家
屋
調
査
士
の
行
う

無
料
相
談
会　

相
談
予
約
」

受
付
窓
口
：
長
野
県
土
地
家

屋
調
査
士
会
事
務
局
（
〇
二

六
）
二
三
二
ー
四
五
六
六
ま

で受
付
時
間　

午
前
九
時
～
午

後
四
時
（
正
午
～
午
後
一
時

を
除
く
）
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◆婚活イベント◆
４町村合同クリスマスパーティー

子 育 て 支 援 だ よ り

　10月7日㈮、39名の児童がバスハイクに参加しました。
　今年のバスハイクは、｢リニア見学センター見学＆シャトレ
ーゼ白州工場見学｣です。リニア見学センターでは、実験用の
リニアモーターカーが通るたびに、子ども達は大興奮！速さと
振動を体感できました。シャトレーゼ白州工場では、皆楽しみ
にしていたアイスの食べ放題！！美味しいアイスに、皆大満足
でした。

１１・１２月の子育て支援教室
子育て支援センター事業

次世代育成事業

児童館事業

★おもちゃランド
・11月10日㈭　10時～　「やきいも大会」
・12月21日㈬　10時～　「クリスマス会」

★パパ・ママ　カンガルー広場
・11月14日㈪　10時～　「ヨガ」
・12月 8 日㈭　10時～　「クリスマスの小物作り」

★はぐくみサロン
・11月24日㈭　10時～　「脳を育てる子どもの活動」
・12月14日㈭　10時～　「赤ちゃんを穏やかに育む

生活リズム」

★こども探検隊
・11月12日㈯　 9 時～　「ツリークライミング」

★元気な小海っ子
・12月 4 日㈰・23日 ㈮ 　「親子スケート教室」
※詳しくはチラシをご覧ください。

★子ども教室
・11月 5 日㈯　 9 時～　「おはぎ作り」
・11月16日㈬　放課後～「ポートボール」
・11月30日㈬　放課後～「トランプ大会」
・12月14日㈬　放課後～「しめ縄作り」
・12月17日㈯　 9 時～　「クリスマス会」

◆白樺結婚相談　(小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村)
　・11月20日㈰　13時～16時　南相木村公民館
　・12月18日㈰　13時～16時　佐久穂町老人福祉センター「こまどり」
　　※ご本人でもご家族でも結構です。
◇小海町結婚相談

月～金曜日の 8 時30分～19時まで、小海なかよし児童館にて受け付け
ております。ご相談はご本人でもご家族でも結構です。また、お近く
の結婚相談員さんにもお気軽にご相談ください。

結婚推進事業　～婚活のすすめ～

お問い合わせ：小海なかよし児童館　92−2580

楽しかったよ! バスハイク元気な小海っ子

日　時：12月18日㈰
場　所：ジンガラ
会　費：男性 3,000円　女性 2,000円
定　員：男性 15人　女性 15人　
詳しくは、結婚相談所もしくはお近く
の相談員さんまでお問合わせください。
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11月は児童虐待防止推進月間です
さしのべて　あなたのその手　いちはやく

お問合わせ：佐久児童相談所
TEL：0267−67−3437

○小海保育所運動会
　10月1日㈯小海保育園運動会が開催されました。
当日は、雨がぱらつくあいにくの天気でしたが、
子ども達は元気いっぱい走り回ります！
　未満児さんから年長さんまで、みんな一生懸命
頑張りました！

肌寒い中でも元気いっぱい!　大成功!!

平成29年度　小海保育所入所のご案内
　町では、平成29年度小海保育所入所申込を受け付けます。
入所する際には、町から保育の必要性について保育の認定を
受けることが必要となります。この保育の支給認定申請は、
入所申込と同時に行います。

１、入所できる児童（入所要件）
⑴　昼間に居宅外または居宅内で労働していることを常態

としていること。
⑵　母親が妊娠中であるか、又は出産後間もないこと。
⑶　保護者が疾病にかかり、若しくは負傷し、又は精神若

しくは身体に障害を有していること。
⑷　長期にわたり疾病の状態にあるか、又は精神若しくは

身体に障害を有する同居の親族を常時介護しているこ
と。

⑸　求職活動を行っていること。
⑹　町長が前各号に類すると認める状況にあること。等

　上記のような入所要件があります。入所申込みと支給認
定申請が必要となります。

２、入所申込

３、入所申込に必要な書類
（小海保育所、小海なかよし児童館、役場窓口）

⑴　支給認定申請・入所申請書
⑵　入所資格認定に必要な書類
　・家庭外労働…就労証明書（事業所証明、源泉徴収票（写））
　・家庭内労働…（農業内職等の証明書）

・妊娠出産、疾病負傷、障害病人介護…母子手帳（写）、
身障手帳療育手帳（写）、医師の診断書又は状態のわか
るもの　

４、保育料(利用料)算定に必要な書類
（平成29年1月1日現在小海町に住所がある方は必要ありません）

⑴　会社員、公務員等…前年分給与所得の源泉徴収票（写）
⑵　自営、農業者等…前年分確定申告書（写）

○詳細不明な点等は、小海保育所(電話９２－２３５１)に
お尋ね下さい。

区　　分
⑴　新　　規
　　入 所 者 11月14日～11月30日

受 付 期 間

小海保育所

受 付 場 所

⑵　継　　続
　　入 所 者

11月14日～11月30日
（園児を通じて継続入所申込書配布）

⑶　途中入所
　　予 定 者 途中に入所希望の場合は早めにご相談下さい。

児童虐待は、社会全体で解決すべき問題です。
あなたの１本のお電話で救われる子ども達がいます。
児童虐待かもと思ったら、すぐにお電話ください。
◆連絡は匿名で行うことも可能です。
◆連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

児童相談所
全国共通
３桁

ダイヤル

お住まいの地域の
児童相談所につながります
※一部のIP電話からはつながりません。
※通話料がかかります。
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～理念～　誰もが皆、自分らしく生きる為に、支え合う地域づくりを目指します。

やすらぎ園だより
No.149

　

十
月
六
、
七
日
に
毎
年
恒
例
の

な
ご
み
・
よ
っ
て
け
や
合
同
運
動

会
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
チ
ー
ム
代
表
者
に
よ
る
選
手
宣

誓
に
始
ま
り
、
怪
我
の
な
い
よ
う

準
備
体
操
を
し
、
競
技
に
入
り
ま

し
た
。
玉
入
れ
・
う
ち
わ
リ
レ
ー

・
ひ
も
つ
な
ぎ
・
パ
ン
釣
り
競
争

で
赤
組
、
青
組
そ
れ
ぞ
れ
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
た
。
通
所
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
普
段
は
見
る

こ
と
の
出
来
な
い
力
強
い
表
情
を

さ
れ
て
お
り
、
応
援
も
熱
が
入
り

ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
皆
さ
ん
と

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

十
月
十
三
日
に
は
、
小
海
小
学

校
の
四
、
五
、
六
年
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
委
員
会
と
の
交
流
会
が
あ

り
ま
し
た
。
三
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
紙
芝
居
と
風
船
バ
レ
ー

を
お
年
寄
り
と
一
緒
に
楽
し
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
元
気
な
子
供
達
と

の
交
流
に
、
ひ
孫
を
見
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
お
変
わ
り
な
く

通
所
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

～
地
域
の
皆
様
へ
お
礼
～

　

今
年
も
町
内
で
採
れ
た
新
鮮
な

お
野
菜
や
果
物
を
た
く
さ
ん
届
け

て
下
さ
り
、
お
蔭
様
で
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

宅
老
所

な
ご
み
・
よ
っ
て
け
や
一
同

な
ご
み
・
よ
っ
て
け
や 

運
動
会

平成28年度小海町社会福祉協議会会費納入について
ご協力ありがとうございました

社協会費は、上記の事業に活用させていただいております。

会費納入額　１，４３８件　　２，６８１，５００円
事　　業　　名 事　業　内　容

地 域 福 祉 推 進事 業

希 望 の 旅 事 業

介 護 予 防 事 業

月１回の食事サービス事業・２月開催の健康福祉まつりを実
施して、特に地域福祉事業を推進しています。

日ごろ旅行などの機会が少ない障がいを持った方に旅行の機
会を提供する事業です。

介護予防を中心として、家に閉じこもりがちな高齢者の日常動
作訓練、社会的孤立感の解消を目指す。
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東
北
地
域
を
襲
っ
た
あ
の
忌
ま

わ
し
い
大
地
震
と
大
津
波
か
ら
五

年
。

　
私
た
ち
八
峰
村
は
、
放
射
能
に

汚
染
さ
れ
、
故
郷
を
追
わ
れ
た
福

島
県
飯
舘
村
の
皆
さ
ん
を
何
と
か

支
え
た
い
と
思
い
、
飯
舘
村
伝
統

の
保
存
食
「
凍
み
餅
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　
飯
舘
村
の
皆
さ
ん
は
、
何
時
、

避
難
先
か
ら
住
み
慣
れ
た
故
郷
に

帰
る
こ
と
が
で
き
る
か
判
ら
な
い

中
で
、
村
の
歴
史
や
文
化
を
継
承

し
、
帰
れ
る
時
が
来
た
ら
、
そ
れ

は
孫
子
の
代
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
の
時
に
は
、
村
の
伝
統

の
凍
み
餅
づ
く
り
が
途
絶
え
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
、
と
そ
の
技
術

を
八
峰
村
の
メ
ン
バ
ー
に
託
し
た

い
、
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
た
。

　
活
動
は
震
災
の
起
き
た
二
〇
一

一
年
の
十
二
月
か
ら
始
ま
り
、
毎

年
三
回
、
二
〇
一
六
年
ま
で
の
五

年
間
で
十
五
回
の
餅
づ
く
り
を
行

い
、
出
来
た
お
餅
を
仮
設
に
暮
ら

す
お
年
寄
り
や
東
京
や
神
奈
川
な

ど
で
行
わ
れ
る
復
興
支
援
の
イ
ベ

ン
ト
や
被
災
者
の
追
悼
行
事
な
ど

に
参
加
し
、
凍
み
餅
を
通
じ
て
原

発
事
故
の
甚
大
さ
を
語
り
継
ぎ
、

脱
原
発
へ
の
運
動
を
進
め
て
き
た
。

　
凍
み
餅
づ
く
り
の
技
術
は
、
間

も
な
く
八
十
歳
と
い
う
二
人
の
菅

野
ば
あ
さ
ん
（
栄
子
さ
ん
と
芳
子

さ
ん
）
の
指
導
に
よ
る
も
の
で
、

も
ち
ろ
ん
飯
舘
の
方
々
は
ど
な
た

も
達
人
で
あ
る
の
だ
が
、
と
り
わ

け
元
気
い
っ
ぱ
い
の
二
人
の
掛
け

合
い
で
、
面
白
可
笑
し
く
、
笑
顔

の
絶
え
な
い
交
流
を
通
じ
て
、
和

気
あ
い
あ
い
に
進
め
ら
れ
た
。

　
そ
ん
な
折
、
一
人
の
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
映
画
監
督
が
二
人
を
追
い
か

け
た
。
古
井
み
ず
え
と
い
う
彼
女

は
、
そ
れ
ま
で
に
パ
レ
ス
チ
ナ
の

難
民
に
カ
メ
ラ
を
向
け
、
難
民
キ

ャ
ン
プ
で
暮
ら
す
人
々
の
生
き
様

を
追
い
か
け
、
難
民
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
れ
は
勿
論
悲
惨
で
は
あ
る

の
だ
が
、
そ
の
中
で
逞
し
く
生
き

る
人
々
を
も
追
い
か
け
て
き
た
ら

し
い
。
そ
ん
な
彼
女
の
眼
に
共
通

す
る
も
の
と
し
て
“
笑
顔
”
が
留

ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
彼
女
は
三
年
間
、
二
人
の
菅
野

ば
あ
さ
ん
を
カ
メ
ラ
で
追
い
続
け
、

今
年
五
月
に
映
画
を
完
成
さ
せ
た
。

タ
イ
ト
ル
は
、「
笑
っ
て
ね
え
ど
、

や
っ
て
ら
ね
え
」
と
言
う
も
の
で

「
土
と
と
も
に
」
と
い
う
副
題
に
、

笑
顔
の
生
み
出
さ
れ
る
ヒ
ン
ト
を

私
達
に
示
唆
し
て
い
る
。
土
と
は
、

き
っ
と
故
郷
を
さ
し
、
農
業
に
勤

し
む
生
き
方
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。

早
速
、
封
切
り
の
映
画
館
に
出
向

き
鑑
賞
し
た
。
私
た
ち
の
凍
み
餅

づ
く
り
の
場
面
も
数
回
、
取
り
上

げ
ら
れ
、
町
の
皆
さ
ん
も
笑
顔
で

写
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
は
是
非
、
小
海
で
も
上
映

を
、
そ
し
て
丸
五
年
経
過
し
た
原

発
事
故
を
忘
れ
な
い
た
め
に
も
、

そ
し
て
原
発
の
恐
ろ
し
さ
を
皆
さ

ん
と
語
り
合
い
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

が
報
道
し
な
い
飯
舘
の
皆
さ
ん
の

生
の
声
を
聴
き
た
い
、
と
九
月
四

日
、
役
場
大
会
議
室
で
交
流
五
周

年
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
銘
打
っ
て
開
催

し
た
。
当
日
は
、
町
の
皆
さ
ん
だ

け
で
な
く
、
佐
久
市
方
面
や
遠
く

は
神
奈
川
県
な
ど
か
ら
も
参
加
頂

き
、
一
〇
〇
名
を
超
え
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
で
き
た
。

　
主
催
者
と
し
て
一
言
、
原
発
事

故
の
恐
ろ
し
さ
を
語
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
償
い
よ
う
の
な
い
災
害
で
、

し
か
も
そ
れ
は
人
災
で
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。
三
十
年
、
五
十
年
経

っ
て
も
放
射
能
は
人
々
を
襲
い
続

け
る
悪
魔
な
の
だ
。
悪
魔
に
は
何

人
た
り
と
も
立
ち
向
か
え
な
い
の

だ
。
こ
れ
に
刃
向
か
っ
た
の
が
原

発
な
の
で
あ
る
。
笑
顔
の
底
に
、

言
い
し
れ
ぬ
悲
し
み
が
あ
る
こ
と

を
私
は
感
じ
ら
れ
ず
に
は
い
ら
れ

な
か
っ
た
。
こ
の
悲
し
み
は
、
悪

魔
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
て
、
孫

子
の
代
ま
で
台
無
し
に
し
て
し
ま

っ
た
、
と
い
う
失
礼
な
が
ら
、
先

の
短
い
二
人
の
婆
ち
ゃ
ん
の
言
い

知
れ
ぬ
悔
し
さ
や
、
申
し
訳
な
さ
、

の
よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
て
な

ら
な
か
っ
た
。

　
原
発
は
悪
魔
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
を
皆
さ
ん
に
も
お
伝
え
し
、
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
締
め
の
言
葉
に
替
え

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
ご
支
援
、
ご
協
力
、
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八
峰
村　
渡
辺　
均

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 

八
峰
村

映
画
上
映
会
・

五
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

善
意
銀
行
御
礼

（
七
月
～
十
月
）

鷹
野　

よ
ね　
　

様
（
馬　

流
）

山
口　

ト
ク
子　

様
（
土　

村
）

篠
原　

利
治　
　

様
（
本
間
川
）

　

皆
様
か
ら
の
ご
厚
意
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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会
」
小
海
教
室
・
東
京

教
室
合
同
の
作
品
展
が

開
か
れ
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
〈
生
活
を
彩
る
草

木
染
〉、
そ
の
中
で
柿

渋
の
多
様
性
と
し
て
柿

渋
一
貫
張
り
作
品
が
大

変
に
評
価
を
得
ま
し
た
。

竹
篭
や
竹
笊
に
和
紙
を

張
り
、
柿
渋
を
塗
っ
た

も
の
を
一
貫
張
り
と
云

い
ま
す
。
柿
渋
は
江
戸
時
代
か

ら
篭
や
笊
の
他
に
、
笠
、
傘
、

団
扇
や
板
塀
に
も
塗
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
柿
渋
は
収
れ
ん
性
が

あ
り
大
変
に
丈
夫
に
な
り
ま
す
。

ま
た
防
臭
、
防
虫
効
果
が
あ
り

人
々
の
生
活
に
重
宝
に
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
〈
一
貫
張
り
〉

の
名
の
由
来
は
、

柿
渋
を
塗
る
こ
と

に
よ
り
丈
夫
に
な

り
一
貫
の
重
さ
に

も
耐
え
る
事
か
ら

と
か
、
茶
器
に
携

わ
っ
た
飛
来
一
閑

斎
が
始
め
た
事
か

ら
〈
一
閑
張
り
〉

な
ど
の
諸
説
が
あ
り
ま
す
。
柿

渋
は
渋
柿
（
豆
柿
が
良
い
）
の

未
熟
で
青
い
八
月
頃
に
収
穫
し
、

そ
れ
を
粉
砕
し
て
絞
り
出
し
た

液
を
約
一
年
寝
か
し
て
発
酵
さ

せ
て
作
り
ま
す
。
笊
や
篭
の
道

具
は
東
京
の
合
羽
橋
や
築
地
市

場
で
求
め
ま
し
た
が
、
小
海
で

は
納
屋
を
覗
く
と
使
い
古
し
た

篭
や
笊
が
結
構
あ
り
ま
し
た
。

中
に
は
枠
の
外
れ
か
か
っ
た
も

の
、
底
の
抜
け
か
か
っ
た
も
の

な
ど
。
こ
れ
ら
を
少
々
手
直
し

し
て
和
紙
を
二
重
三
重
に
張
っ

て
柿
渋
を
塗
る
と
見
事
に
生
き

返
り
ま
す
。
ま
た
和
紙
と
共
に

思
い
出
の
生
地
を
張
り
、
持
ち

手
に
草
木
染
の
美
し
い
生
地
を

巻
き
付
け
る
と
外
出
用
の
バ
ッ

グ
に
な
り
ま
す
。
制
作
者
の
意

図
に
よ
り
編
み
物
か
ご
や
マ
ガ

ジ
ン
ラ
ッ
ク
、
花
篭
、
果
物
篭

な
ど
と
色
々
な
用
途
に
変
身
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
道
具
は

身
近
な
普
段
使
い
慣
れ
た
も
の

や
忘
れ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り

ま
す
が
、
遠
い
記
憶
の
柿
渋
一

貫
張
り
を
呼
び
起
こ
し
て
、
現

在
生
活
の
知
恵
を
働
か
せ
る
事

に
よ
り
見
事
に
生
き
返
え
り
、

私
た
ち
の
〈
生
活
に
彩
り
〉
を

与
え
て
く
れ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
の
伝

統
的
な
技

を
学
び
な

が
ら
〈
生

活
を
彩
る

草
木
染
〉

を
追
求
し

て
い
き
た

い
と
考
え

て
い
ま
す
。

この広報紙は環境にやさしいインキを使用しています。

小海の植物小海の植物

染めごよみ�
文・写真／四反田　有弘

「草木染の会」主宰　森林インストラクター

フォトニュース

　町制施行60周年記念として、茨城県立大洗高校マーチング 
バンド部が華麗な演奏を披露しました

　長年、小海町に寄付をして頂いています遠藤章雄さんより今
年も35万円の寄付を頂きました

　

美
術
館
で
は
、

十
二
月
二
十
五
日

ま
で
町
制
施
行
六

十
周
年
記
念
展
覧

会
の
最
後
を
飾
る

「
新
海
誠
監
督
作

品
「
君
の
名
は
。」
展
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

新
海
誠
氏
は
、
一
九
七
三
年
、

小
海
町
に
生
ま
れ
、
二
〇
〇
二

年
、
個
人
で
制
作
し
た
短
編
作

品
「
ほ
し
の
こ
え
」
で
デ
ビ
ュ

ー
し
、
同
作
品
は
新
世
紀
東
京

国
際
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
二
一
「
公

募
部
門
優
秀
賞
」
を
は
じ
め
多

数
の
賞
を
受
賞
。
二
〇
〇
四
年

公
開
の
初
の
長
編
映
画
「
雲
の

向
こ
う
、
約
束
の
場
所
」
で
は
、

そ
の
年
の
名
だ
た
る
大
作
を
お

さ
え
、
第
五
十
九
回
毎
日
映
画

コ
ン
ク
ー
ル
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
映
画
賞
」
を
受
賞
。
そ
の
後

の
作
品
も
数
々
の
賞
を
受
賞
し
、

二
〇
一
二
年
、
内
閣
官
房
国
家

戦
略
室
よ
り
「
世
界
で
活
躍
し

『
日
本
』
を
発
信
す
る
日
本

人
」
と
し
て
感
謝
状
を
受
賞
。

本
年
「
君
の
名
は
。」
公
開
、

次
世
代
の
監
督
と
し
て
国
内
外

で
高
い
評
価
と
支
持
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
貴
重
な
資
料
約

三
〇
〇
点
に
よ
り
「
君
の
名

は
。」
の
内
容
に
迫
り
ま
す
。

柿
渋
一
貫
張
り

　
十
月
初
め
、松
原
湖
畔
の〈
ギ

ャ
ラ
リ
ー
創
〉
で
「
草
木
染
の

新
海 

誠 

監
督
作
品

「
君
の
名
は
。」展
開
催
中
！


